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岩手県南平坦地帯におけるササニシキ中後期生育の安定化

第 4報  苗 の種 類 別 移 植 適 期

畠 山  均 ・ 高 橋 政 夫
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Stable Cultivation of Rice ・Sasanishiki'' after Active― tillering Stage in Flat Area of South― Iwate

4  Right timo Of transplanting depend on difFerent seedlings
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1 は じ め に

近年.岩手県南平坦地帯のササニシキは,初期生育が旺

盛なものの,分げつ盛期以降凋落的生育となりやすく,収
量の頭打ち傾向が指摘されている。

筆者らは,昭和59年から62年 にわたり,当地帯における

中後期生育安定化のための調査研究及び各種の栽培試験を

行ない,そ の取りまとめの中から,既に多収事例や稚苗 ,

中苗の分げつの特徴等について報告 1)'"し た。ここではサ

サニシキのこ,ま で以上の良質安定多収確保のための,苗
の種類別移植適期について報告する。

2試 験 方 法

a)試験年次 昭和59年～62年

0)供試品種 ササニシキ

(31 試験場所 県南分場圃場

14)育苗 稚苗 :2009/箱 播 (59年～60年 ),180タ

/箱播 (61年～62年) 中苗 :120,/箱播 (59～

60年),100夕 /箱播 (61年～62年)以上いずれも

加温出芽,ビニールハウス内育苗

丸型樹脂ポット苗 :30～409/箱播 (59年～62年 )

シルバーポリベタ掛け,ビ ニールハウス内育苗

6)栽植密度 300X150m(222株 /プ)稚苗 4～ 5

本/株 ,中苗 3～ 4本/株 ,丸型樹脂ポット苗 2～

4本/株 (1ボ ット)手植え

6)施肥量 (成分た,/α ) N:04■ 02 P2o5:
12 K20 10+02(追 肥は,出穂10～ 15日

前)。 珪カル12ルタ/′ 牛厩肥120ルタ/α

O)供試条件及び供試苗の形質 (表 1)

18)収量及び玄米品質調査は170鱈ふるいによる。

3 試験結果及び考察

苗の種類別の茎数・穂数の堆移を図 1,出穂期,収量構

成要素等の平均値を表2,収量の年次変動を図 2に示した。

これをみると,早植えほど有効茎数決定期,最高分げつ期

が早くなり,幼穂形成期,出穂期もともに早まるが,有効

表 : 供試条件及び供試苗の形質 (昭和59年～62年 )
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茎数決定期から出穂期までの期間が長く,有効茎歩合はや

や低い傾向である。 また出穂期は,稚苗5月 30日 移植区

を除けば、当地方の安全出穂期晩限 (8月 17日 ,出穂後40

日間の積算平均気温840度 )ま でに出穂 しており,稚苗 ,

中苗とも5月 20日 までに移植されたものは出穂期の差も比

較的小さい。

収量は丸型樹脂ボット苗>中苗>稚苗の順に多く,葉数

増加苗ほど多収である。移植期別にみると,稚苗,中苗で

は5月 10日植え,丸型樹脂ポット苗では5月 30日 植えが多

収となった。玄米の外観品質は,遅植えほど乳自粒が少な

く,光沢が良好で (データ省略),検査等級も上位に格付

けされた。

移植期別の葉色の推移を表 2に示 した:稚苗の5月 3日

移植区では,6月 下旬ころからの葉色の低下が目立ち,有
効茎歩合が低 くなって穂数や籾数が不足し,低収となる年

もあり,収量の安定性に欠ける。また5月 30日 移植区では

葉色の低下は少ないが,登熟歩合,収量の年次変動が大き

くなる傾向である。一方丸型樹脂ポット苗の5月 10日移植

区では,6月 下旬の葉色の低下が顕著で倒伏も多くなって

収量はあまり上がらない。なお,5月 10日移植区に 7月 5

日窒素成分01カタ/α の追肥を組合せることにより,666
ルタ/α の多収となる年もあった (昭和60年 ,データ省略)。

また丸型樹脂ポット苗の場合は,遅植えほど葉色の低下も
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図 1 苗の種類別茎数・穂数の推移 (昭和59年～62年までの平均値)

表 2 苗の種類別,移植期別出穂期,収量構成要素等の平均値 (昭和59年～62年 )

彙 色 の 推 移
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図 2 苗の種類別,

少なく,良質多収で,その年次変動も比較的小さい。

以上生育経過 (葉色の変化 ,茎数の堆移等),収量及び

その安定性,追肥等栽培対応のしやすさなどから,安定良

質多収 (目標650カ g/α )を得るための苗の種類別移植適

期は,稚苗 。中苗では5月 10日 ,丸型樹脂ポット苗では出

穂期の遅れも少なく,遅植えほど多収の傾向ではあるが
,

どの移植期でも収量は比較的安定 して多収であり,移植適

期の幅は広 く,5月 10日から30日 までと考えられた。

今回の報告は,施肥法を一定とした場合の移植適期であ

り,今後は苗の種類別,移植期別の施肥体系あ検討と,栽

丸型樹臆ポット首

移植期別収量の年次変動

培法が食味に与える影響についての検討も必要と思われる。
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